
がん専門医が伝える病院・診療所の上手なかかり方 
 

『もしも伊良部島でがんになったら』 
アンケート結果 
 
○日時   ６月７日（金）午後７時～９時（午後６時半開場） 
○場所   東地区構造改善センター（伊良部地区） 
○対象   宮古島市にお住いのみなさん 
○参加者  ３４人（アンケート回収率  ６５％） 



５．４の理由を教えてください。

GW中に父が大腸がんの宣告を受け、初めは病院で診てもらいながらがいいのかと思っていた
が、長年住んで愛着のある自宅で、ゆっくりと最期を迎えてもらう方が、父にとっていいのかなと
思いました。

最後をみてあげたい。希望をかなえる。

自宅が安心すると思う。本人の意思を尊重したい。

本人とかぞくの相だんで決めると思います。

本人が希望すれば、意向にそいたい。

自分自身がそうしたい。

家族の顔が見える、コミュニケーションがいつもとれる環境で、最期を迎えさせてあげたい。

どこまで対応できるかわからない。

一人ではできない。

一作年に主人の姉を琉大病院でなくなりました。きとく状態が2～3日ありましたが、最期を迎え
た際には娘のみはなんとかたち会えたのですが、自宅で看取りたいと強く思いました。

自信がないかも

本人の意思を尊重し、できるだけやってあげたい。



７．６の理由を教えてください。

少しでも精神的に安心しながら死にたいから。

迷惑をかけたりしたくない。

その時のまわりのかんきょうで決めたいです。

独身で、地元に家もなく家に執着がない。緩和ケア病棟で安心してすごしたい。

病院での死はしたくない。自然の流れでいたい。

最期は疼痛緩和以外の治療を希望しない。家族の存在を感じていたい。

迷惑がかからないか心配。

迷惑をかける。

治療がこれ以上望めないと判断して頂けたら、自宅での診療をお願いし、最期を家族とすごした
い。

家族が大変だと思うので。

家族に負担をかけたくない。







１７．説明会の感想や、病院への要望など何かあれば自由に記載してください。

身内や自分自身ががんになることをあまりイメージしたことがなかったのですが、もしもの時、こ
の情報が役に立つと思いました。この年代でもがんになりうるので、聞けて良かったです。

治療は、きちんと治療できるならどこでもいいが、家の近くがいい。

TV、ネットの情報にまどわされないよう気をつける！離島＝医療の遅れではないんだと分かっ
た。検査の機械が写真で見れた。分かりやすかった。

ちょっとした事でも、分からないことが知れてとても良かった。

がんに限らず誤った情報をうのみにしてしまったことで、自身の不安を増やしてしまっていること
が多いと思う。医療側からの市民への周知活動が必要と感じる。

今までぜひほしいと思っていた説明会が実現してとてもよかったと思い感謝してます。特に本に
ついてサポートBOOKにも。又、地元の診療所でもたくさんの検査ができる事を知れてよかった
です。村民全員に認知されるといいですネ。街にいく負担が軽くなり助かります。いろいろとても
安心しました。

主体は患者本人。検診の必要性確認できました。ありがとうございました。

増田先生の語り口が具体的な説明と裏付けの理由等が大変解りやすい。新里先生のデータも
良かった。受診率が低いんだ。宮古愛を両先生から感じました。

島でがんになったらなので、専門的な話しよりもっとわかりやすい方がいいと思います。

今日の講演会で地域の病院がやっていることが思っているほどよかったと思いました。

身近な宮古病院の内容がわかってとても良かったです。時々は伊良部島で説明会をもってほし
いと思います。もっと多くの人が参加してほしいと思います。

高齢になってきて、気になるのは健康の中でもがん予防には最も関心があったので、今日の講
話は身近に相談機関がある事も知ったりやたら那覇県外に走りまわらず主治医の先生と、信頼
して相談することを理解できました。ありがとうございました。


